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図書館の職員の方から、「よく見かけるね」と

いうことで執筆の声が掛かりました。私は読書家

でもなく、パソコンにかじり付いていたのでもあ

りません。図書館の思い出と言っても、特別何か

一つに熱中していた記憶はありませんが、よくそ

こに居たことは確かです。私にとって図書館は、

自分の部屋のように落ち着け、コンビニのように

便利で発見のある場で、何よりも居心地の良い空

間でした。

私は、講師の方の話は面白いので、なるべく多

くの講義を取っています。しかし、昼間に空き時

間が発生するため、有効活用したいと考えまし

た。勉強は、放課後のアルバイト後や翌朝に、家

で制限時間を気にしてでは集中できるものになり

ません。そこで、あえてパソコン席も空きがある

１時限目の時間に大学に来て、図書館に立ち寄り

ます。図書館に居れば、教室まで数分で行けるの

で、講義に遅れる心配もありません。時間を気に

せず、課題のための充実した時間が持てます。図

書館に半ば強制的であるかもしれませんが居るこ

とで、学ぶ姿勢が身についたように感じます。

また、図書館を自分の「本棚」として活用でき

るのも魅力です。脳は古い情報を捨て、新しい情

報を入れると聞いたことがあります。いつか読も

うと思って本を買うよりも、気になった本もちょ

っと読んでは戻し、多くの本が読めるのも魅力で

す。２階の雑誌の前を通ってみると、普段は手に

取ることのない雑誌に興味が湧くこともありま

す。図書館は新しい情報源とともに、新しい自分

の発見の場にもなります。

これを書くきっかけは、図書館の職員の方でし

たが、定期的に通うことで生まれた人間関係も私

を明るくさせてくれました。

最初は講義前の時間つぶしのように立ち寄って

いた図書館でしたが、次第に面白さを感じてきま

した。大学生活で、自分の部屋のように過ごすよ

うになり、世界も広がり、成長できたと思います。

（政治経済学科 ４年）
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